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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】倫理
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・3 年次
【担当教員】

竹島 尚仁

【授業目標・教育方針】
自然的・社会的な人間としての理性と感性の基礎を育成する。

【授業概要】
・動物と人間を比較し対照しながら、人類の特質の自然的側面と社会的側面、とりわけ青年の世代の生理的方面と心
理的方面について講義する。
・古代から現代まで、東西の文明・文化の歴史に登場したすぐれた倫理・道徳の思想をピックアップし、文書として
記録されている資料を読み解きながら、それらの思想をその背景とともに概説する。
・それらの古 < て新しい原典の資料が、21 世紀の今後にとって、どういう意味や価値があるか、ということについて
質疑応答しながら解読する。
・学生諸君が質疑応答などを通じて、随時に全員が参加する機会を提供したい。
・教官と学生の感性と理性によって、古典の文献の価値や意味のあらたな再生や復活、そして創造をめざす。

【教科書・教材・参考書 等】
『最新倫理資料集』( 第一学習社 )、参考資料 ( 随時 )

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：課題など　10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：課題など　10%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：倫理）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 2 回 人間存在 (1) イントロダクション：倫理とは何か
人間のさまざまな定義 : 中間者（パスカル）、生理的早
産（ポルトマン）など

3 回～ 4 回 人間存在 (2) 青年期の心理：境界人・周辺人、アイデンティティ、
発達課題、モラトリアム

5 回～ 7 回 人間存在 (3) 人間の心理：生理的欲求・自我欲求・社会的欲求、防
衛機制、無意識の発見

8 回～ 9 回 価値認識 (1) ・ソフイストとソクラテス：絶対と相対、ノモスと
ピュシス
・エピクロス

10 回～ 11 回 価値認識 (2) メタ倫理：義務論と功利主義
12 回～ 14 回 東西の宗教 (1) 古代ユダヤ教、イエスの教え
15 回～ 17 回 東西の宗教 (2) イスラーム
18 ～ 19 回 東西の宗教 (3) 古代インド思想、仏陀の教え
20 回 人間性 人間の尊厳：ジョヴァンニ・ピーコ・デッラ・ミラン

ドーラの思想
21 回～ 22 回 社会 (1) ホッブズの社会契約論
23 回～ 24 回 社会 (2) ロックの社会契約論
25 回～ 26 回 社会 (3) ルソーの社会契約論
27 ～ 30 回 現代倫理の諸問題 現代倫理をめぐる諸問題について、調査・発表・討議

を行う。
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